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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
環境シティのテーマとなった「森の再生からブリの来るまちへ」を踏まえ、ブリ森プロジェクトは、森里海の命をつなごう！というコンセプトで、ブリを生態系再生の象徴、兼マスコットとしました。










プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そんな海と森の民が小田原にも定住していました。小田原は古くから木工文化がとても盛んでしたが、早川の紀伊神社には、平安時代の木地椀と木地挽きの祖先惟嵩親王の伝説が伝わっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
雑木林やブナ林は、勿論動物にとっては食べ物がある理想的なベットタウンです。人工林にはあまり動物がおりません。手入れ不足の暗い林内には食べ物もありません。
現在小田原は85％が人工林です。皆さんだったら森をどのようにしたいと思いますか?
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この100年の間に増えたものと減ったものを上げてみますと、森林で増えたのは勿論スギヒノキ。そして耕作放棄地に侵入した笹竹がものすごく増えています。ちなみに孟宗竹は中国からの外来種です。
森林で減ったのは、ブナ林の他には、道路開発による海岸林などの松林。松枯れによって尾根や沿岸の松林もすっかり減りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生態系の頂点のオオカミと、人間による狩猟圧がなくなったせいでシカやイノシシがとても増えています。その他にハクビシン、アライグマといった外来種が非常に増えて、農業被害が深刻になっています。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
雑木林やブナ林は、勿論動物にとっては食べ物がある理想的なベットタウンです。人工林にはあまり動物がおりません。手入れ不足の暗い林内には食べ物もありません。
現在小田原は85％が人工林です。皆さんだったら森をどのようにしたいと思いますか?
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました。
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